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問題関心

新型コロナウイルス感染症流行時

→周りの環境や自分が置かれている状況が一気に変化した

現在の大学生

・卒業式や入学式、
歓迎会などの
イベントがなくなる

・授業が
オンラインになる
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目的

・先行研究によって明らかになっていること
柴田（2023）
○新型コロナウイルス感染症流行時に用いられたストレスコーピング
梅垣、安藤、竹橋（2022）
○抑うつ・不安の性差

大学生の新型コロナウイルス感染症流行時のストレスコーピングと
抑うつ・不安との関係を明らかにする
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ストレスコーピングとストレス反応

Amirkhan（1990）、Endler & Parker（1990）

問題焦点型コーピングの使用は、その後の健康状態を促進させる

Penley, Tomaka, & Wiebe (2002)

一般的に問題焦点型コーピングはストレス反応と負の関連、

情動焦点型コーピングと回避型コーピングはストレス反応と正の関係

新型コロナウイルス感染症流行時

ストレッサーが感染症の社会的状況という個人の問題ではない
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コロナ時ストレッサー 認知的評定
ストレス反応
（抑うつ・不安）

社会的支援探索型コーピングが抑うつ・不安を低減させるのでは

仮説
問題焦点型コーピング

情動焦点型コーピング

社会的支援探索型
コーピング

回避・逃避・消極的
コーピング
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調査概要

【調査期間】

2024年7月24日～2024年8月25日

【調査方法】

Google Formを用いたアンケート調査

【回答者】

大学生126名

【質問構成】

回答者の属性

コロナ時のストレッサー

コロナ時のストレスコーピング

コロナ時の抑うつ・不安

現在の抑うつ・不安
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社会的支援探索型
コーピング

問題焦点型
コーピング

情動焦点型
コーピング

回避・逃避・消極的
コーピング

コロナ時抑うつ

-.025

.349**

-.207+

.069

結果① ストレスコーピングと抑うつ

問題焦点型コーピング
→抑うつの得点が高い
情動焦点型コーピング

→抑うつの得点が低い傾向
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社会的支援探索型
コーピング

問題焦点型
コーピング

情動焦点型
コーピング

回避・逃避・消極的
コーピング

コロナ時不安

.057

.253*

-.175

-.051

結果② ストレスコーピングと不安

問題焦点型コーピング
→不安の得点が高い
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結果③ ストレスコーピングとストレス反応

先行研究

問題焦点型コーピングがストレス反応を減少させる

今回の調査

問題焦点型コーピングは抑うつ・不安を増加させる

先行研究とは真逆の結果
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考察①

新型コロナウイルス感染症流行時

問題そのものを変えることができない

ストレスコーピングとして有効的に働かず、むしろ

問題を変えられないという壁にぶつかり、より抑うつ・

不安の症状が増加してしまうという可能性
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考察②

社会的支援探索型コーピングよりも、情動焦点型

コーピングが抑うつの低下に有効的に働いていた

ストレッサーに対する感じ方を変える

ストレッサーが脅威である→それほど脅威でない

ストレス反応である抑うつを減少させることに成功して
いたのではないか
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考察③

ストレス反応の減少に効果的であるとされてきた問題
焦点型コーピングが、抑うつ・不安を増加させる

→ストレスコーピングは状況に応じて変える必要がある

ストレス反応を減少させるためには、多くの種類の

ストレスコーピングについての知識をつけ、現在どの

ような状態であるのかを自己観察する必要がある
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ご清聴ありがとうございました
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潜在的ストレッサー

急性ストレス反応

情動反応

認知的評定

コーピング

慢性ストレス反応

無関係
無害・肯定的

ストレスフル

コーピングの失敗

コスト

補足① 心理学的ストレスモデルの概要（小杉，2002を参考に作成）
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補足②
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56.3％

20.6％

5.6％

17.5％

回答者の学年
1年生(71人） 2年生（26人）

3年生(7人） 4年生(22人）

39.7％

47.6％

12.7％

回答者の居住形態
実家（50人） 下宿（60人） 寮（16人）


